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Ⅰ　大英博物館の特別展：100 VIEWS OF MOUNT FUJI
まず、Timothy Clark氏による論文、"MOUNT FUJI IN THE LANDSCAPE
OF JAPANESE ART"を紹介する。2001年５月11日～７月29日、大英博物館で











This essay is about pictures of Fuji and does not attempt to be an
account either of the mountain itself or its role in history, religion, politics









This exhibition explores a wide range of manifestations of the mountain
in more recent visual culture, as portrayed by Japanese painters and
print designers from the seventeenth century to the present. New cur-
rents of empiricism and subjectivity have enabled Japanese artists of
recent centuries to project a surprisingly wide range of personal interpre-




































































































Certainly the fact that individual colour woodblock designs that proved
popular could be quickly printed in thousands of copies, meant that Fuji
images spread to all parts of Japan, taken home as souvenirs by almost all
visitors to Edo. ... Fuji imagery was sold in saturation quantities to

















Not just the motifs, but, tellingly, also the deep blue outline of the moun-
tain and the gradated blue patches of sky between the branches; surely
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this latter effect must be bokashi (gradation printing) in oils. More than
anything, however, it is a common approach to the exploration of form
that Cezanne seems fundamentally to have shared with Hokusai― draw-
ing endless variations on a given theme, subjecting a subject to repeated
manipulations of the mind. That the French artist could have pursued
this project to capture the moods of Saint-Victoire in ignorance of





























In the course of a century Fuji and dragon imagery had been trans-
formed by history from something intensely personal to something
intensely political. The case study of Taikan's Fuji paintings encourages
us to ponder on the differing ways in which such a potent symbol has





















Ⅱ　"Making Mountains: Mini-Fujis, Edo Popular Religion and


























As contemporary Westerners, we need to set aside some deep-rooted
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assumptions about the value and propriety of replication and ruminate on




































































































Were the Suruga Fuji actually visible from the Fukagawa Hachiman
Mini-Fuji, it is inexplicable that Settan, under the direction of the ubiqui-











































































































Ⅰ）Timothy Clark, "MOUNT FUJI IN THE LANDSCAPE OF JAPANESE
ART", 100 VIEWS OF MOUNT FUJI, The British Museum Press,
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Ⅱ）Melinda TAKEUCHI, "Making Mountains: Mini-Fujis, Edo Popular















１　Célébration du Mont Fuji par Hokusai,Edmond de Goncourt, 












































２　Cent vues du mont Dazai. Topos de montagne et pathos Nippon dans
Fugakuhyakkei de Dazai Osamu Gérard SIARY
Ｍont太宰百景, 太宰治の『富嶽百景』における山のトポスと日本のパトス
ジェラール・シアリー
（『想像の山：表現された山：ヨーロッパから日本へ、山に関する新しい
ディスクール』2000年　アンドレ・シガノス、シモーヌ・ヴィエルヌ監修、
EIIUG、スタンダール・グルノーブル大学）所収
この論文は、太宰治の『富嶽百景』（1939年）を、ラフカディオ・ハーンの
「富士の山」と比較することから読み解き、太宰は富士山そのものと重ねられ、
さらに日本人論に及ぶ。
欧米人にとって、ハーンの「富士の山」（『異国風物と回想』1898年）は、絵
画からの接近ではない富士山に関する初めてのバイブル的な書であったが、そ
こでは富士山の美と神聖とが称えられていた。とりわけ神仏両面から尊崇を受
けている山の頂きが、白い蓮の花びらで表わされると同時に、恐ろしく不気味
な禍々しい光景としても描かれ、これは実際にハーンが登頂した際の印象とし
て、神々と無数の死者の内在が感じられるとした記録である。この世の最も美
しい風景は恐怖と死の光景に変ること、富士山の美しさは、祖先と神を連想さ
せる死に結びついた幻影的なものである、とされている点が重視される。
それに引き換え『富嶽百景』は、富士山の文化的トポスより、作者と富士山
との関係が中心テーマであり、おどけた語り口に込められた作家自身の心の立
て直しとして読み解かれる。この小説では富士を歌った和歌も型にはまった絵
画も、通俗で陳腐なものはすべて攻撃の対象とされ、西洋人が今もその延長線
上にいるジャポニズムにおける北斎の版画評価からも解き放たれている。しか
し富士山の前での作者は、崇拝と不敬、軽蔑と賞賛、拒絶と共感の間を揺れ動
き、低俗ではあるが立派で美しい富士を認めざるを得ない。太宰と富士は、そ
れぞれの両義性において似た存在と判定される。
こうして富士のパロディーは、太宰の肖像を描くのに役立ち、また富士に似
せて自らを描く太宰を通して、日本人の姿を浮き上らせることにもなっている。
太宰と富士の対峙を通じて、中心の曖昧な日本人の、苦悩と逆境の中で悲痛な
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美しさを湛えている、混じりあった存在としての姿を認めることができる、と
日本人論で締めくくられている。
＊
外国人によって賞賛された富士山像を一度ひっくり返し、その上で自己を重
ねる太宰を読み込むことで、両義的な存在としての日本人像を抽出したもの。
神秘な山への賛美一辺倒ではなく、その通俗性を暴いた太宰の痛快さが、この
論文の動機となっていると思われる。しかし、結局のところの日本人論は一般
的な域にとどまり、ラフカディオ・ハーンが関心をよせた民俗の信仰の面が比
較・検討されているわけではない。フランスで日本学をリードしたベルナー
ル・フランク（1927－1996）が、ハーンに導かれて日本人の実際の信心や神仏
混じり合った信仰の探究に向かった業績と比べると、この論文はあくまでも文
学の領域に限られた狭さがある。
以上二つの論文とも、絵画や文学を入り口としながら信仰に近づいてきた論
ではあるが、富士信仰そのものの領域に立ち入ったものではない。原文で多く
の論文に当ることのできない限界があるので、ここでフランスの富士山学を論
評するのは早計に過ぎるが、ベルナール・フランクが指し示していた日本研究
にとって、まさに富士山は格好な対象と思われるので、一言付け加えさせて頂
く。つまり、西洋から見ると、一神教ではない日本独特の宗教、太古からの
神々への信仰に重ねて外来の道教も仏教も融合させ、渾然一体となった民間の
信仰は、解明するに足る魅力に充ちたものらしい、ということだ。混沌のただ
中にいる日本人自身にはあまりに当たり前で、対象化しにくい領域だからこそ、
外からの視点が貴重となる。外からの分析による論究に、内の者も刺激され、
双方の交流あってこそ深められる日本学の最も根幹にあっていい分野が、富士
山研究であると思われる。
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